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「料理王国」
概要



⾷メディア『料理王国』

1994年創刊から一流シェフのインサイト（洞察力）を言語化し食文化の進化やトレンドを伝えてきま
した。食の感動体験をつかさどるすべての人に対して食文化の継承と創造をサポートしていきます。

Paper Media Data
発⾏部数
創刊
発⾏⽇
体裁
判型

定価
販売

60,000部
1994年1⽉
奇数⽉6⽇（隔⽉刊）
約116ページ（号により変動あり）
A4変形（天地285mm×左右210mm）
無線綴じ右開き
本体価格1,000円 （1,100円税込）
全国の主要書店店頭、定期購読販売、web販売

半分以上が
一般読者層

女性読者も46％
↓

食を専門的に
高い興味をもつ
読者層

@cuisinekingdom

14K
@cuisinekingdom14K

@cuisinekingdom登録者数14.2万
@料理王国

Digital Media Data

8.2K



YouTube『料理王国』



直営料理教室&キッチンスタジオ（⼤阪）

トップシェフやパティシエから直接学べる料理教室として好評。
キッチンスタジオとして動画撮影・試食会イベントも可能です。
阪急大阪梅田駅より徒歩1分（茶屋町口）の好立地です。

延べ講師数

200
ポンテベッキオ
山根シェフ

プレスキル
佐々木シェフ

京料理たか木
高木シェフ

柏屋
松尾シェフ

名以上



「料理王国100選」
概要



食の品評会『料理王国100選』概要

2010年から13年に渡り熱意ある食材生産者・メーカー・インポーターからの公募
アイテムを加え注目すべき食の逸品として審査し発表しています。
※選考条件に満たない応募は入賞対象としませんので、100商品以下の入賞数の場合があり、必ず100商品を選びだす品評会ではありません。

●選考について
書類選考通過品を二次選考審査品として、
食のプロ（シェフやバイヤー）の品評委員が試食品評

●審査について
①商品概念②デザイン③味わい食感香り④活用可能性
⑤総合評価の5項目における加点で順位付。
【各審査における加点ポイント】
1．特徴をもっている事（明確なストーリーがある）
2．環境負荷やユニバーサルデザインが考慮されている事
3．技術力が生かされている事（原料素材の良さを引き出している）
4．同カテゴリー品と比較し競争力がある事（独創性、差別性）
5．商品の良さが理解されやすい事（一般的にわかり易く）

過去審査品はこちら https://ck-inc.net/100item

●優秀賞
加点で上位10商品は「優秀賞」として特別に評価。
特典としてYouTube動画でアピールします。

https://ck-inc.net/100item


「料理王国100選」の目的

シェフへ提案出来る⾷材
（⾷材の説得性・SDGsなど）

シェフ⽬線の⾷材発掘

料理王国100選品評会
品評レポート

商品の客観的評価

⾵⼟と⾷⽂化の発信・観光連動
地域ブランドの開発

⾏政・地域連動PR

バイヤー提案・取次紹介
外部専⾨家との連携による課題解決

販路開拓・商品提案サポート

⽣産者
PRサポート

紙⾯・メディア発表
100選認定ツールの提供

販売促進サポート

⾷材価値
再発⾒

地⽅創⽣
地域活性化

新技術
新発想

販促⽀援

⾷の未来
サポートへ



メディアを活用する2つの意味

話題性・印象付（⽬⽴ってナンボ） 試⾷〜提案〜商談に⾄るまでの
とっかかり

差別化

仕⼊条件売れる理由

品質管理 簡便性

・・・・・・

バイヤーとの接点が
できないと話に
ならない

味の良さ
供給⼒
製造対応

マーケットの変化に対応 接点として広告・メディアが重要

・原価上昇→商品リニュ開発の必要
→潜在的に切替を狙うバイヤー

・ECやクラウドファンディングも
レッドオーシャン化→⽬⽴つ点が必要
・地⽅⼈⼝の減少、商圏頼り商売も困難
→地場取引先︓利益率重視の傾向
・展⽰会の費⽤対効果︖（来場者数）

新たなマーケットを
創造していく事が
必要不可⽋



『料理王国100選』申込者の実態

リピーター 約４割（昨年応募実績）

審査バイヤーを通じて
多くのカタログ通販系
に広がった

「料理王国100選2014」認定
有限会社吾妻食品【うまくて生姜ねぇ】

認定後商品キャップへ料理１００選のロゴ
をプリント
お客様の声
・料理王国１００選なんだって！
・なんか凄そう！ など
社員の声
・認定商品を製造することで意識向上
プリントをきっかけに1.5倍〜2倍の売上
現在50万本以上販売



活⽤＆成功事例 1（販促活⽤事例）
受賞を活⽤しプレスリリース、商品販促に。



活⽤＆成功事例 2（バイヤー様との取組み）

2022年6⽉8⽇〜

「料理王国100選フェア」

×

https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP632779_T20C22A5000000/



活⽤＆成功事例 3 （⾏政主導のブランディング⽀援）

京都福知山市様からブランディングしている特産品の中から5商品エントリー。
品評会結果と今後の活用性をレポートさせていただきました。

行政様で取りまとめてのエントリーや料理王国100選のノウハウを
活かした独自品評会のサポートも可能です。



活⽤＆成功事例 4（メディア拡散）
当誌プレスリリース発信で新聞社等他メディアへ共有。品評結果は⼀般にも広く告知されます。

函館新聞



「料理王国100選」
新しい取り組み



地域活性化と地方創発応援

中小企業基盤整備機構×料理王国100選
「ローカルキング賞」特別賞の設定
中小機構メンバーと連携して、料理王国100選審査員が厳正に品評・選定。
地域で親しまれている食に関連する中小企業へ、地域を超えて活躍してもらいたい願いを
込めて選定されます。

未来への食の課題解決の応援
「（仮題）未来ラボ賞」特別賞の設定
未来への食の課題は一流シェフも着目しています。
環境に負荷を与えていない食材か、持続性ある食材なのか。日本食文化をどう発信するか。
新しい技術で作った食、地方で消えゆく食を残したい・・・・等
食を通してお客様に伝えることは、シェフでも食品生産者でも同じく大切な部分です。

料理王国100選では、そういった課題を解決する意思を応援するため
そうした意義あるテーマを持つ食材・製品に対して特別賞を設定します。
商業ベースに乗っていない製品であっても、試食審査が可能な状態であれば応募可能です。



地域経済創発プロジェクト×料理王国100選

後援

「料理王国100選」品評会は単なるバイヤーへの販路拡大の場ではありません。
商品営業ではなく、事業そのものをプレゼンテーションしていく機会の一つです。

地域経済の創発に挑戦する人々を応援し繋がる「場」と「機会」を提供する
ポットラックヤエス（東京ミッドタウン八重洲5F）の後援を得て
『料理王国』がハブとなり「食」を通じた地域経済ネットワーキングを展開致します。

未来の食ビジネスに必要なコラボレーション（事業投資家、シェフ、専門家、大手企業、
関連事業者）との出会いの場を2023～24年に提供。ご期待ください。

https://www.potluck-yaesu.com/


審査バイヤーのアップデート

小売流通業界は、原料価格高騰や流通2024年問題もあり再編されつつあります。
食品流通全体を見てもスタートアップ会社（例：食べチョクさん）やSNSでの販売など
新しいチャネル先での販売やDXを活用した企業も生まれています。
今まで「食」を重視していなかった企業が注力する場合もあります。
また、バイヤーの意識も地産地消や自社PB開発など、新商品を探す目的や意識も
『こだわり』『差別化』という単純な切り口ではなくマーケットで変化しています。
そうした変化に合わせ、料理王国100選では新しい品評員バイヤーに積極参加いただき
色々な視点で品評致します。

審査に参加できない（参加が難しい）バイヤーに対しても審査商品情報は資料共有。
採用の機会は増えています。

2023年度版（昨年新参加） 2024年度版（本年:本日時点で新参加予定）



「料理王国100選」
概要



料理王国100選 審査員（シェフ2023年版）

ミシュランシェフ含む
計 13名



料理王国100選 審査員（シェフ2023年版：1例）



料理王国100選 審査員（バイヤー2023年版）

専門家含むバイヤー
計 22名



2024年版（2023年審査）公募要項
●試食品評会開催日

前期 2023年 8月2日（水）〜3日（木）
後期 2023年 9月27日（水）〜28日（木）

●応募方法 https://ck-inc.net/100item_entry 基本的にWEB受付となります。
 一次募集 2023年 7月14日（金）応募締切

二次募集 2023年 9月15日（金）応募締切 ※締切日前に受付を終了する場合があります。

●審査対象 ①自薦又は応募品：食品一般 野菜、魚、肉、乾物、加工食品、調味料、菓子類、飲料、酒類など
②料理王国が商材発掘を目的として、取材等から特に選定する食材

●審査例 ・食のプロの視点やニーズに応えるハイクオリティな食材・製品・加工品
 ・生産者の伝統の技ならではの食材・製品・加工品や希少食材
 ・高度な新技術や独創性がある食材、新発想が盛り込まれた食材・加工など

＜「料理王国」として特に審査対象品に期待するもの＞
・シェフ料理人が料理素材として活用できる一次産品（青果・畜肉・水産品）
・地方発、地域活性化を象徴するような製品
・食の新しい試み、未来へのイノベーションを起こすような製品

●応募後の流れ ・上記WEB受付の後、その情報をもとに書類選考（一次選考）を事務局で致します。
・書類選考通過品は8月、9月開催の試食品評会に進みます。（この時点で応募料が発生します）
・試食会後は簡易品評レポート提供と掲載誌校正依頼を都度行います。

●落選 ・審査最低点に満たなかった場合、落選となり誌面掲載致しません。その場合、翌年に無償で再エントリーできます。

●応募料 110,000円（税込）/1品 （一次選考通過後に発生）

●問合先 （株）JFLAホールディングス 事業開発室 「料理王国100選」 事務局
  Tel：03-6861-6101 info-100@cuisine-kingdom.com 担当：中村

https://ck-inc.net/100item_entry
mailto:info-100@cuisine-kingdom.com


⽇程 内容

2023年6月8日 中小機構 販路開拓オンラインイベントで説明
7月14日 100選公募 上期募集締切
8月2～3日 上期 試食品評会 ＠東京
8月31日 前期入賞 WEB発表
9月15日 100選公募 下期募集締切
9月27～28日 下期 試食品評会 ＠東京
10月26日 後期入賞 WEB発表
11月～ 品評会簡易レポート送付

認定ツール（ロゴ・賞状）提供（対外的な公開は1月以降）
優秀賞受賞者の取材

2024年1月 2024年1月号 100選2024年版入賞発表
優秀賞表彰式ならびに商品ピッチセッション（予定）
優秀賞動画YouTube発表／プレスリリース

料理王国100選 スケジュール



ご清聴ありがとうございました。
以下より詳細ページにアクセスできます。


